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�
平
成
17
年
度
立
志
式
開
催
�

273
人
�
心
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�　

揖
斐
川
町
で
は
、
昔
の
元
服
に
ち
な
ん

で
十
五
歳
に
な
る
中
学
三
年
生
の
成
長
を

祝
う
と
と
も
に
、
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
つ
た
め
に
立
志
式
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
五
月
二
日
（
月
）
に
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、揖
斐
川
、北
和
、谷
汲
、

春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
お
よ
び
坂
内
の
各
中

学
校
の
三
年
生
二
百
七
十
三
人
が
式
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

町
長
式
辞
・
来
賓
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
い

て
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
小
寺
教
育
長
か
ら
火
を
受
け
継
ぎ
、

大
人
が
も
つ
責
任
の
重
さ
を
、
火
を
扱
う

こ
と
の
責
任
の
重
さ
に
な
ぞ
ら
え
、
大
人

に
な
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を

説
き
ま
し
た
。
火
が
全
員
に
分
火
さ
れ
、

最
初
小
さ
か
っ
た
火
は
や
が
て
ホ
ー
ル
全

体
を
照
ら
す
光
と
な
り
、
最
後
に
は
全
員

の
思
い
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
炎
と
な
っ

て
、
宗
宮
町
長
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
作
文｢

私
の
夢｣

の
朗
読
を

し
ま
し
た
。
代
表
の
谷
汲
中
・
北
和
中

の
生
徒
が
朗
読
し
、
作
文
を
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七

つ
の
中
学
校
に
よ
る｢

走
る
川｣

を
合
唱

し
、
二
百
七
十
三
人
の
歌
声
が
迫
力
あ
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
ホ
ー
ル
を
包
み
、

素
晴
ら
し
い
歌
声
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
立
志
の
記
念
と
し
て
、
自
分

た
ち
で
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
記
念
マ
グ
カ
ッ
プ
を
宗
宮
町
長
よ

り
受
け
取
り
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
保
育
士
や
学
校
の
先
生
、
消

防
士
の
先
輩
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
、
将
来
の
夢
を
持
つ
中
学
生
が
先
輩
た

ち
に
質
問
す
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
放
流

　

四
月
十
四
日
（
木
）
午
前
九
時
四
十
五

分
か
ら
、
北
方
・
大
和
・
揖
斐
・
脛
永
・
清
水
・

小
島
地
区
で
各
小
学
校
の
四
年
生
が
、
そ

し
て
四
月
三
十
日
（
土
）
に
は
、
谷
汲
横

蔵
地
区
の
小
学
生
が
飛
鳥
川
で
カ
ワ
ニ
ナ

の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
自
然
保
護
の
目
的
で
ホ
タ
ル
が

い
っ
ぱ
い
住
む
町
に
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
は
、
成
虫

に
な
る
ま
で
に
三
十
〜
四
十
匹
の
カ
ワ
ニ

ナ
を
食
べ
る
そ
う
で
す
。

春
日
公
民
館

�
�
�
�
�
�
大
会
開
催
�

　

四
月
二
十
四
日(

日)

、
本
年
度
初
め
て

の
春
日
公
民
館
行
事
と
し
て
、
春
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小

学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
八
チ
ー
ム
、
約

四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
春
日
公
民
館
の
森
千
正

館
長
か
ら
、「
こ
の
よ
う
な
公
民
館
行
事
を

通
し
て
、
住
民
の
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り
，
参

加
者
は
世
代
を
越
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。
笑
顔
に
つ
つ
ま
れ
、
休
日
の
半
日

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
素
晴
ら
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

坂
内
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

四
月
よ
り
、
坂
内
公
民
館
の
事
業
と
し

て
「
坂
内
シ
ア
タ
ー
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
坂
内
公
民
館
文
化
部
会
の
企
画
に

よ
り
始
ま
っ
た
も
の
で
、
毎
月
一
回
、
土

曜
日
の
午
前
と
午
後
の
二
部
に
分
け
て
ビ

デ
オ
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
と
な
る
四
月
二
十
三
日
（
土
）

の
坂
内
シ
ア
タ
ー
で
は
『
裸
の
大
将
、
放

浪
記
①
』
と
『
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
〜
プ
ー

さ
ん
と
は
ち
み
つ
〜
』
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
坂
本
の
広
瀬
さ
ん

一人一人が火を受け継いでます。
（キャンドルセレモニーの様子）

大きく育ちますように！
（記念植樹の様子）

蛍がいっぱいになりますように！
（放流の様子）

熱い試合が行われています。
（バレー大会の様子）

６月 19日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議


